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新たな食料・農業・農村基本法は、
現場の数少ない声を生かしつつ制度化が
進みました。多くの農業者をはじめ、そ
れを支えて下さっている関係者は、心に

不安を抱きつつ、過去に経験のない環境の中進まざる得ない状
況です。我々のこの組織も、先人・盟友、特に国際農友会会員
諸氏との連携をより一層深め、国際的にも日本国内でも期待に
応えてきています。

更なる前進のためには、皆で活動目的の共有を計り、その目
的から外れないこと、そして、海外農業研修の価値を相手が見
定め見出して頂くことが大切です。若者の欲求や関心と研修目
的が合っているか、この研修を通じて自立する心を持ってもらう
支援のあり方を工夫していく必要があると言えます。先の 5 月
24 日に日本農業新聞で、総務省の調査結果で、R ＭＯ（地域
運営組織）が全国で 7710 団体に上るという記事が載っていま
した。地域運営組織は、“ 地域の暮らしを守るため地域で暮ら
す人々が中心となって形成され、地域内の様々な関係主体が参
加する協議組織が定めた地域経営の指針に基づき、地域課題
の解決に向けた取組を持続的に実践する組織 ” とされています。
実際に地方では価値の高い行動が求められます。新しく酪農チ

ーズ工ます房を立ち上げるにあたり、クラウドファンディングを
利用し、目標 600 万円でスタートさせたところ、わずか数日で
1000万円を達成した髙橋OB夫妻もその一例です。彼の工房「デ
ーリィーファーム富士山」の立ち上げを手伝わせて頂いておりま
すが、髙橋夫妻の過去の実績が共感を呼び、地域を巻き込み
変えていっているのを強く感じます。

私自身、SDGs の観念を以って関わる取り組みがいくつかあり
ますが、資生堂那須工場と地域の高校の書道部の活動をとりな
したり、地元の雲厳寺が地域復興の案を作り、お坊さんたちが
地域特産品を作りはじめるなど、微力ではありますが地域を変え
てゆく夢に向かって動いています。今、遅れてしまっている日本
の若者の地域活用ですが、東日本大震災の復興策として地元消
防団長が若者に重機の免許を取得させ活用しようというのも一
つの動きでしょう。

今、我々に求められている活動は、現在行っている事業の中
から探求せねばなりません。先日は熊本県国際農友会総会にて、
蒲島郁夫前知事のお話を聞き、多くを学ばせて頂きましたので、
別のページにて講演内容をご紹介いたします。東京大学先端科学
技術研究センターフェローとなられた蒲島氏に期待しております。

限界の見えつつある資本主義社会で、「人や地球を大切にす
ること」を理念にする農業に期待がかかっております。秩序ある
資本主義はあるのか、マルクスが唱えた通りなのか、自問自答
の毎日であります。

朝日が昇った農場で、綿毛に朝露がつきキラキラ輝い
ている幻想的なタンポポを見つけました。私の研修し
ている農場には、生物多様性の観点から、穀物や花で
覆われた鳥や虫のためのフィールドがあります。

R5 オランダ関根研修生より

ニューファーマーズ

◆郷土を興す農業者 ◆日本を伸ばす農業者◆世界を拓く農業者
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地域と人々の連携こそ農村と世界を結び付けていく
公益社団法人国際農業者交流協会
会長　五月女 昌巳
（栃木県S43/ 米1）
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私は、ドイツ北西部にあるベックムという小さな町で研修をし
ています。この農場では約 3,500 頭の養豚と約 200 ha の耕地で麦
類、豆類、菜種、とうもろこし、かぼちゃの栽培を行っています。
農場には、通年の従業員が 1 人と、住み込みの研修生が 2 人います。
他にも学校が休みの日は高校生が数人働いています。年齢は自分よ
り若い人が多いですが、彼らはすでに農家として将来働くことを決
めており、彼らの熱意に日々刺激をもらっています。

この農場では重粘土質でありながら、大半の畑で不耕起栽培に
挑戦しています。私は耕起法について強く興味を持っていたので、
このような農場に配属されたことをとても幸運に思います。よく観
察してたくさんの知識と経験を日本に持ち帰りたいと思います。

日々の農作業の中で、実家の農業とドイツの農業の違いを感じ
ることが多々あります。同じ種類の作物を育てていても、気候や考
え方などによって大きく手
法が異なることに驚いてい
ます。特に施肥において量
や方法の違いがとても興味
深く、帰国してからこの経
験を大きく活かせるのでは
ないかと感じています。ま
た、仕事内容は畑作業に加
えて、豚の作業も多々あり

ます。その中で、最も苦労していることが豚の出荷です。私は豚ど
ころか、家畜の作業の経験がなく、初めは豚の鳴き声に怯えていま
した。現在では、大学時代に培ったステップワークとコンタクトを
活かして、暴れる豚と善戦しています。早くコツを覚えて膝の負担
を減らしたいです。

仕事終わりや休日などは、シェフや同僚達に様々なドイツの文
化を教えてもらっています。最も重要なことは、「ドイツ人は栓抜
きが無くとも、ビールをいつでも開けられなくてはならない」との
ことでした。私も早くドイツ人として認められるために、毎日努力
していきます。

ドイツに来てから 3 ヶ月ほど経ちましたが、未だ言葉が理解で
きず、貴重な知識を得る機会を多く逃しています。早く言葉を覚え
て、後悔の無い研修にできるように生活していきたいです。

私は現在、オレゴン州の苗木農場にて研修を行っています。オレ
ゴンの気候は、夏は暑すぎず冬は寒すぎないという特徴があり、木
の栽培に適していることから苗木農場が多くあります。私はもとも
と野菜専攻で木に関しては全く知識が無かったため、配属されるま
で苗木農場がどの様な所か全く想像できませんでした。実際に見て
みると、農地一面にレタスなどの野菜が植わっているのと同様に、

広大な農地一面に多種多様
な木が植えられておりその
景色には圧倒されました。

農場は圃場が二つに分
かれており、一つ目は種か
ら 3、4 年程かけ人の背丈
程度の高さまで育てる圃
場、二つ目はそれらの木を
再度定植し出荷できる大き
さまで育てる圃場です。

私は二つ目の圃場で同
期の研修生とメキシコ人と
一緒に作業していて、雑草
除去や薬剤散布、剪定、定
植、収穫、出荷などを行っ

ています。
その中でも特に収穫は忙しく

10 月から 4 月まで基本的に毎日
行い、多い日で 100 本以上収穫す
ることもありました。木は機械で
土と共に掘り上げられ、私たち研
修生は無駄な根を切り落としたり
土の形を整えたり、広がった枝を紐
で縛り上げたりして出荷できる段階
まで仕上げる役割でした。収穫シー
ズンは雨期のため毎日雨の中での作
業となり、寒さと足場が悪い中での作業はかなりハードでした。何
年もかけて育てた木を収穫し出荷までし終えた後はとてもやりがい
を感じられました。

配属当初は作業スピードが遅く、また失敗することも多々ありま
したが、どの様にしたら効率的にできるか、失敗を繰り返さないた
めには何をすべきか、毎日試行錯誤し挑戦してきました。

気づけば配属から 9 ヶ月が経ち、今振り返ると楽しいことだけ
でなく様々な失敗をし、時には文化の違いからメキシカンと喧嘩し
たり、機械に高いところから振り落とされ怪我しそうになったりと、
本当にたくさんの面白い経験ができており海外農業研修に参加して
よかったです。農場での残り４ヶ月も日々挑戦し続け悔いのない研
修にしたいと思います。

新しい発見の連続

満開の桜と一枚

農場主に呼ばれて

挑戦の日々
片山 翼（神奈川県　R4 年度 アメリカ）
研修農場 : Allowhead Ornamentals LLC（オレゴン州）

八田 侑大（北海道　R5 年度ドイツ）
研修農場 :Fam. Sprenker

日本のビール
で乾杯

収穫した木を
回収しています

研研修修生生からのからの便便りり
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私は、2 つの農場でそれぞれ 6 か月間、研修を行いました。1 つ目
の農場は、カリフォルニア州で日本野菜を中心に扱う有機農家でした。
メキシカンワーカーと共に農場で
作業を行ったり、オーダー管理や
請求書を作成する事務的な作業を
行ったりと、日々ワーカーやボス
と連絡を取らなければならないポ
ジションでした。研修前に抱いて
いた期待と現実のギャップ、円滑
なコミュニケーションがとれてい
ない歯がゆさ、自分自身の未熟な
部分との葛藤など様々なことが
交錯し、ボスと何度か衝突するこ
ともありました。このような出来
事を通して、自分自身を本当の意
味で見つめ直し、自分とはどうい
う人で、不足している部分とは何
か、どう行動し、コミュニケーシ
ョンをとることが相互理解を深
めることにつながるのか、と何度
も自問自答や相談をしました。そ

して、理解し合える良い信頼
関係を築くには言語を上手
に操れるかどうかというこ
と以上に、表情、言動や声の
トーン、相手への接し方、物
事に取り組む姿勢がいかに
大切であるということに改
めて気づくことが出来まし
た。また、時には感情を抑え

ずに素の自分を周りに理解してもらうことも重要だということを学び
ました。

これらの貴重な学びを踏まえて、2 つ目の農場に移りました。ハワイ
州・マウイ島にある、イチゴやタマネギを主に扱う農場でした。面積に
対して手作業が多く肉体的に大変だと感じる瞬間もありましたが、1 つ
目の農場で学んだことを頭の片隅に置きながら、研修に取り組みました。
そして、ボスやワーカーと共に農作業を行いながら苦労や喜びを分かち
合い、毎日のようにプライベートな話や様々なことをシェアする関係を
築くことが出来ました。休日には買い物、海や山に連れて行ってもらい、
一緒に過ごす時間は本当に幸せでした。

日々、多くの方の優しさに触れ、恩恵をいただきました。また、研
修での様々な出会いや学びから、自分自身と向き合う貴重な時間を多
く得ることが出来ました。学ぶ機会を与えてくださった方々、温かく
受け入れてくれた全ての方々に心から感謝しています。

今年から海外協力隊員としてカメルーンで活動する予定です。自分
を取り巻く環境、周りの方への感謝を忘れずに、今後もより様々な国
籍、宗教、バックグランド、価値観を持つ方々とつながりを持ち、学
び合いながら、農業を通して少しでも途上国の人々のために尽力でき
るよう邁進していきます。

私は長野県の朝日村にある、さとわ農園にて農業研修中です！  
幼い頃から食べることが好きで、食べ物に関わる職業につながると
思い進学を決めた農学部。大学周辺地域の農家さんとつながり、一
緒に作業をする中で、いつしか土に触れて自分の考える育て方を試
行錯誤していく「農家」が私の将来の夢になっていました。「農家」
になるためには、知識を実践する経験と付加価値になる経験が必要
だと思い、アグトレへの参加を決めました。現在、来年度の渡航に
向けて修行しています！  

私の研修場所は長野県朝日村。見える山々は迫力があり、さす
がは日本三大アルプス！研修先のさとわ農園の畑も標高 800 ～
1000m で、日差しの強さや寒暖差を感じながら作業をしています。

ここでは主に有
機栽培で多品目
の野菜を生産し、
その他にも自家
用に少量の水稲
の 栽 培、 鶏 4 羽
を飼っています。  

有機資材を用
い た 土 づ く り、
様々な野菜の管
理作業全般、野

菜への向き合い方、出荷作業など、
たくさんの仕事を経験中です。大
学で得た知識はあるものの、実際
に畑で作業をすることで初めて気
づく視点も多く、日々学び直し、
経験として上書きする毎日を過ご
しています。 

研修をし始めてから、本当に一
日があっという間に過ぎていきま
す。農家さんの作業の仕方を参考
にしながら、1 つ 1 つの作業をい
かに効率よくできるか考えたり、
長時間作業が続けられるような負
荷を分散させた身体使いができて
いるのか意識したり、頭をフル回
転させながら取り組んでいます。 

忙しい日々の中、農家さんやパートさんと一休みする時間やお昼
休憩が私の楽しみな時間です。優しくてユーモアのある面白い方ば
かりで、毎日大好きな食べる時間がさらに楽しい時間になっていま
す！ 

残りの期間も知識を経験として身につけ、日々勉強し、海外研修
の準備を進めていこうと思います！

自分自身と向き合った1年半

百聞は一見に如かず！毎日米が美味い！

小川仁実（神奈川県　R3 年度アメリカ） 
研修農場： Hikari Farms（カリフォルニア州）
 Kula Country Farms（ハワイ州）

対馬楓菜（R5 年度 アプレンティスシップ）研修農場：さとわ農園（長野県 H23 年度スイス 舟生里 OG）

タイの同僚と

ボスとの３ショット。最終日

除草作業中の 1 枚。夕焼けが相まって絵になる 2 人！

葉面散布の機械。初めて背負いました！

研修生からの便り
田植え機、

なかなか重くて
操縦が難しい…！

でっかいカボチャ
for

パンプキンパッチ



 海外農業研修への参加を支援する

農業教育高度化事業
協会が給付主体になりました！

農林水産省は農業教育高度化事業（国際的な農業人材育成のための取組）において、地域農業のリーダーとして、

輸出や海外への事業展開等を担う国際的な農業人材を育成するため、海外農業研修に参加するための経費（参加経

費の２分の１又は 60 万円のいずれか低い額）を支援しています。

令和 5 年度までは、農業教育高度化事業の都道府県事業として実施され、各都道府県において支援対象者の選

定が行われていましたが、令和６年度からは、支援メニューを全国事業に移行し、農地が定まっていない・他県で

就農する学生等も含めて支援可能な仕組みに見直しがされました。

今年度は、本会が事業実施主体に選定され、全国の支援対象者の募集や審査・助成金給付の窓口となっています。

農業教育高度化事業（国際的な農業人材育成のための取組）では、本会の実施する農業研修生海外派遣事業（ア

グトレ）の研修生に限らず海外農業研修に挑戦する方々の申請を受け付けることとなっています。申請方法や手続

きは本会ホームページで公示し、また、適宜協会から申請希望者に直接連絡させて頂きます。

海外で農業を学ぼうとする意欲を掻き立てるに足る支援です。ぜひ最大限に活用していただきたい制度です。　　　　　　　　

会員の皆様におかれましても、こういった支援事業があることを踏まえ、ぜひ海外農業研修・海外農業留学を啓発・

推進して頂けますようお願いいたします。

（国際的な農業人材育成のための取組）

研修生1人当り

最大60万円を

助成！
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農家のニーズに合わせた人材育成やってます

アセアン農業研修生・技能実習生・特定技能外国人・欧米農業研修生・
アプレンティスシップ生（海外農業研修生渡航前）

本会では、半世紀以上に亘り ASEAN 研修生を中心に多くの外国人農業研修生の受入に関する事業を実施してきて
います。　その中で、人材育成という大きな目的を果たすべく、実際に現場でご指導いただく受入農家の皆さんには
多大なご助力を賜っております。そして、このような外国からの研修生たちは、なくてはならない重要な人材として、
しっかり定着し、受入が恒例となっている農場もあります。一方で、農地の継承や事業規模の拡大に伴い、農業経営
が大規模化や効率化によって、農村社会も 10 年前とは異なってきました。こういった中で、人材確保が課題となり、
お困りのＯＢ・ＯＧもいらっしゃるのではないでしょうか？実際にＯＢ農家の何人かと話をしてみると、「求人をして
も人が集まらない」、「外国人材はちょっと不安がある」などのお悩みをお持ちの方にお会いすることがあります。こ
れらのお悩みは JAEC にご相談いただけば、もしかしたら解決できるかもしれません。そこで今回は、新たに技能実習
生の受入をして頂いている農家のメッセージを紹介したいと思います。

人材についてお困りでしたら、ぜひ本会にお気軽にご相談ください！

≪各担当のご連絡先≫受入業務課	 電話：03-5703-0254　										
	 	 E-mail:asean0254@jaec.org　

 ●アセアン農業研修生（ＯＤＡ事業：約 1 年）　金子
 ●技能実習生（技能習得を目的とした人材育成：１～ 3 年）山脇
 ●特定技能（知識と経験の有る人材活用：１～ 5 年）清水
 ●欧州農業研修生（文化交流を目的とした人材育成：７～ 11 ヶ月）皆戸
 ●アプレンティスシップ（海外農業研修参加を前提とした日本人）　皆戸

受 入 事 業
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≪技能実習生受入農家より≫

　「技能実習というワンダフルジャーニー」
 有限会社 北川鶏園　 北川貴基（H7 米 2 ／千葉県）

アメリカでの２年の農業研修を終え、就農した 25 年前。まもなくして技能実習生の受け入れもスタートした。
正直に言うと当初の目的は戦力補強。採卵養鶏場は一日たりとも業務を止めることはできない。毎日が収穫だ。

初め別団体から受け入れたフィリピン技能実習生２名の女子は明るく、元気に日々の業務をこなしてくれた
が、平穏は長く続かなかった。コミュニケーション不足からの誤解、やらされている感、不協和音、そしてル
ール違反での帰国。

当時は他責にしていた。文化の違い、本人の意識と。しかし、すべ
ては私の責任だった。

立ち止まり、あのアメリカでの２年間を思い返した。仕事に対して
は厳しかったが、ボスはみんな愛情をもって接してくれた。失敗ばか
りの私に最後はいつも笑みをくれた。

これからは実習生としっかり向き合う。仕事ではない。ともに成長
していくための旅路だ。

販売先を回ったり、作業の目的、何のためを問う。パーティーしたり、
誕生日を祝ったり、農業の未来について言葉を交わして。

現在は特定技能外国人としてより一層力を発揮しているアンちゃん、
ラブちゃん、そして昨年（2023 年）3 月から新たに加わった JAEC の
技能実習生のマリちゃん。毎晩この３人の歌声や笑いがトレイニーハ
ウスから聞こえてくる。日本農業のすばらしさを抱きしめていきたい。
これからも一緒に。 実習生とナイスショット！



     

畜産の未来をもっと元気に
　畜産業界の人材不足が深刻化していく中、2018 年より

JRA 畜産振興事業の助成を受け、農業を学ぶ高校生を対象

に海外の畜産業を学び、そしてその魅力を広く日本国内で

発信する畜産ティーン育成プロジェクトを実施しています。

畜産業が盛んな諸外国で海外研修を実施し、現地で見て、

聞いて、体験をしたことが今後どのように生かされるべき

かを考え発表してもらうまでがこの育成プロジェクトです。

昨年度に続いてオーストラリアクイーンズランド州のテー

ブルランドで研修を行います。

畜産ティーン育成プロジェクト事業とは
現在日本の畜産業は、労働力、人材確保が大きな課題と

なっています。

この事業では、高校生たちに畜産業の魅力と将来性を十

分感じてもらうことを目的に、海外農業研修を実施し、現

地の畜産業を学んでもらいます。そして実際に畜産業に携

わる人や畜産業を学ぶ若者たちと交流し、意見を交わすこ

とで様々な考えを取り入れ、畜産に対する考えを広げても

らえることを期待しています。現地での経験を踏まえ、一

緒に学んだ全国の仲間たちと共に、畜産の明るい将来を日

本全体に発信していく畜産アンバサダー活動を行います。

畜産を通じて国内外の沢山の人々に出会い、自身の考えを

養い、そして畜産の魅力を最大限に伝えることのできる人

になってもらうことがこの事業のゴールです。

畜産アンバサダーたちに会いに行こう！
高校生たちは北海道から沖縄までの生徒 20 名です。畜

産の魅力を伝える畜産アンバサダーとして母校での啓発活

動の他、地域のコミュニティ、小中学校等、様々な場所で

畜産の魅力を伝えてもらいます。また、今後予定をしてい

る国際化対応営農研究会も発表の場です。今年度は、秋田

県、茨城県、岐阜県、岡山県、佐賀県の 5 箇所で開催され

ます。オーストラリアでの研修を通して、高校生達の視点

から辿り着いたアイデアの数々を元気いっぱい発表します

ので、ぜひ応援してください！

プロジェクトの流れ

募集 選考 事前
研修

現地
研修

成果
報告会

普及
啓発

フォロー
アップ

畜産
アンバサダー

活動

帰国成果報告会 オーストラリアの農場視察

畜産ティーン育成プロジェクト事業
ますます注目が集まってきた！
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JAEC では、毎年 1 回、日本で研
修をしたアセアン研修生の農場を訪
問するフォローアップツアーを実施
しています。今年度はフィリピン研
修生の受入 40 周年記念となる訪問
ツアーを計画中です！現地では記念
式典を開催予定で、この時、フィリ
ピン全土からフィリピン研修生 OB・
OG にも集合してもらい、一緒にお
祝いしたいと思っています。

訪問する地域は、フィリピン最大
の島、ルソン島。まだどの農場に訪
問するかは決まっていませんが、日
本での研修を終えて 10 年内の研修生
たちの活躍ぶりを確かめに行きます。

開催予定は、令和 7 年１月下旬～
2 月上旬の 1 週間です。フィリピン
人の研修生の受入をして頂いた皆さ
んはもちろん、これからフィリピン
人の研修生や技能実習生を受け入れ
てみたい方、フィリピンの農業に興
味をお持ちの方など、どなたでもご
参加頂けますので、お問合せ下さい。

【お問合せ先】
受入業務課　金子
電話番号　03-5703-0254
Email  kaneko@jaec.org

フィリピン
フォローアップツアー
・令和 7 年 1 月下旬（1 週間）
・旅程　
東京（羽田 / 成田）発～マ
ニラ空港着～陸路で農場な
ど訪問

・40 周年式典
・参加費（予定）25 万円（税

込み）
※航空券、現地交通費、宿泊、
食費、海外旅行保険含む

・募集人数 20 名
　( 最少催行人数 10 名 )
・JAEC スタッフがアテンド

するので安心です

THE NEW FARMERS 7



訃 報
ご冥福をお祈りいたします。

加藤 彌進彦氏
　海外農業研修生の
事前研修でお世話に
なっている、茨城県の
日本農業実践学園
名誉学園長を務め
られた加藤彌進彦
さん（S32 スイス 
茨城県）が３月２７日

逝去されました。学園の経営、学生の教
育に長年に渡りご尽力され、その功績は
計り知れません。心よりご冥福をお祈り
申し上げます。

Vearl Gish（ヴァール・ギッシュ氏
米 国 2 年 制 研 修 生 の 第 ３ 次 学 課 研 修
（Hartnell College）の野菜研修生を指導
いただいたMr. Vearl Gish（ヴァール・ギ
ッシュ）氏が2024年5月７日に亡くなり
ました。ご冥福をお祈りします。

4 月 14 日の日本農業新聞「四季」のコーナーで、
前熊本県知事の蒲島郁夫 OB が若い JA 職員に送り
続けた言葉として「皿を割る職員になれ」が紹介
されていた。失敗を恐れるなという言葉だという。

挑戦の言葉に怖気づかず立ち向かう職員であり
たい。

賛助会員・寄付のお願い 国際農業者交流協会の活動をご支援ください！

　●賛助会員
　本会の活動にご賛同いただき年会費によって本会を支えて頂いております。希望される方は、協会までご連絡ください。　

　●寄付金
　本会への寄付金は、公益目的事業の運営に用いることと定められています。ご寄付にあたってはゆうちょ銀行（同封の払込取扱票）又は、
銀行振込（振込手数料はご負担ください）をご利用いただけます。

払込取扱票 銀行振込先口座

ゆうちょ銀行
加入者名： 公益社団法人国際農業者交流協会
口座番号： 00110-8-538246
◆領収証送付のため、通信欄にご芳名、ご住所、 電話番号
をご記入ください。

みずほ銀行 蒲田支店
普　通： 3106914
口座名： 公益社団法人 国際農業者交流協会
シヤ） コクサイノウギョウシャコウリュウキョウカイ 
◆領収証送付のためにご芳名等がわかるようにお振込みください。

賛助会員及び寄付者には、税額控除団体の証明書と共に領収証を翌年２月中旬までに送付しますので、
確定申告にて税額控除を受けることが出来ます。
また、公益法人への寄付に関する詳しい説明のあるページをご紹介します。
https://www.koeki-info.go.jp/pictis_portal/other/zeisei.html
賛助会費·寄付金へのお問い合わせはこちら　電話番号　03-5703-0251

協会の動き

≪退職社員≫お疲れさまでした
令和 6 年 3 月 31 日付　石原 真
≪新入社員≫よろしくお願いします。
令和 6 年 4 月 1 日　村上 愛
令和 6 年 5 月 1 日　吉野 早綾

令和 6 年度通常総会が令和 6 年 6 月 5 日に東京四ツ谷の主婦会館で開催され、下記の議案
が原案通り承認されました。決算書類等は協会の HP で閲覧できます。

第 1 号議案　令和 5 年度事業報告及び収支計算書類の承認
第 2 号議案　役員の特別手当支給額の変更

令和 6 年 6 月 4 日に基金管理運営委員会が開催され、国際農業交流事業推進基金の運用報
告及び今後の方針等について話し合われました。

　協会人事

　基金管理運営委員会

　令和６年度通常総会

令和5年11月27日以降（NF255にて紹介後）に御寄付頂いたのは次の方々です。
　（令和6年6月10日現在）　

北海道/奥田 豊　杉本 安弘　出倉 利彦　瀬口 俊行　棚 栄正　笹田 昌孝　青森県/成田 秀一
吉田 秀美　清野 一栄　山内 金男　岩手県/伊藤 善光　佐藤 新　宮城県/川村 雄治　菊地 正芳
大友 啓司　秋田県/高橋 尚也　山形県/近藤 将来　粕谷 博志　福島県/津守 金則　栃木県/
伊藤 直樹　群馬県/小淵 敏夫　森田 精一　埼玉県/羽鳥 雄一　石山 希　佐藤 猛　千葉県/
成山 敬治　東京都/伊藤 一男 　神奈川県/眞垣 哲男　和田 良一　片山 喜二　新潟県/
（一社）新潟県国際農業交流協会　長橋 良穂　小嶋 洋朗　石川県/藤村 幸司　福田 進　 山梨県/
羽田 稔　長野県/小松 秀幸　務台 康博　富永 和典　富永 創治　吉川 達郎　愛知県/萬屋 素子
京都府/中野 宏　兵庫県/汐谷 保　藤岡 啓志郎　竹村 雅敏　奈良県/水田 恵一郎　松井 識樹
島根県/有馬 儀信　岡山県/則武 宣幸　春名 義則　立間 政史　片岡 正章　広島県/栗田 賢
山田 聖三　山口県/村上 成人　徳島県/楠 正人　香川県/中村 博　間嶋 亨　愛媛県/山本 正俊
工藤 清志　増本 卓夫　高知県/矢野 知義　長崎県/藤川 勇　里崎 徳一郎　熊本県/田中 明宣
永田 英二　大分県/阿部 銀蔵　宮崎県/諸井 健人　鹿児島県/柳田 米夫　川野 眞砂子　東 秀光
出口 時治　沖縄県/仲本 英宏                                                                                              (順不同　敬称略)

また同じく　今回新たに賛助会員へ入会された方々です。　

北海道/松木 憲賀　熊本県/荒木 康麿　宮崎県/松岡 洋一 　　　　　   　　(順不同　敬称略)
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編 集 後 記

オランダ研修生の語学
講師をして頂いた西村
由美先生が翻訳した新書をご紹介しま
す。
本書は今年の読書感想文コンクールの小
学生高学年の課題図書となっています。

書 籍 紹の 会
ドアの向こうの
国へのパスポート
トンケ・ドラフト＆
リンデルト・クロムハウト
リンデ・ファース 絵　
西村由美 訳
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）

全国 OB・OG 組織  
国際農友会 会報誌

アメリカの日下部研修生より。豚もいます。泥だらけになって楽しそうです。



岩
手
県
は
面
積
が
本
州
一
広
い
で
す
。

そ
の
た
め
、
会
の
総
会
や
研
究
会
を

開
催
し
て
も
、
参
加
率
が
芳
し
く
な
く

苦
労
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、言
訳
で
す
が
。

総
会
や
研
究
会
に
つ
い
て
、
Z
o
o
m 

ミ
ー
テ
ン
グ
に
で
き
な
い
か
検
討
中
で

す
。
対
面
で
相
手
の
体
温
を
感
じ
な
が

ら
、
意
見
交
換
な
ど
す
る
こ
と
こ
そ
大

事
な
の
だ
と
い
う
主
張
も
正
論
で
す
。

芳
し
く
な
い
こ
と
は
、
近
年
の
海
外

農
業
研
修
の
派
遣
者
数
も
同
様
で
す
。

ア
セ
ア
ン
の
研
修
生
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
紺
野
啓
会
長
と
佐
々
木
嘉
春
副

会
長
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
毎
年
２
～

３
人
の
実
績
で
す
。

近
年
の
会
の
独
自
活
動
は
、
会
員
が

持
ち
回
り
で
担
当
し
、
自
ら
の
営
農
状

況
や
近
隣
で
先
進
的
に
経
営
し
て
い
る

農
場
を
訪
ね
て
学
ぶ
研
修
会
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
が
下
火
に
な
っ
て
、
昨
年
奥

州
市
で
の
再
開
を
計
画
し

ま
し
た
が
、
今
度
は
大
雨

の
被
害
を
受
け
て
中
止
し
、

今
年
仕
切
り
直
し
で
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
新
た
な
展
開
も
あ

り
ま
し
た
。
県
立
農
業
大

学
校
の
授
業
「
国
際
農
業
」

の
中
で
、「
海
外
農
業
の
実

際
」
と
題
し
た
講
義
４
時

間
分
を
本
会
が
担
当
す
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

昔
の
資
料
や
写
真
な
ど
を

持
ち
出
し
、
学
び
直
し
て
、

ア
メ
リ
カ
農
業
や
オ
ラ
ン

ダ
農
業
に
つ
い
て
、
知
り

得
た
こ
と
を
藤
田
春
恵
副

会
長
、
岩
淵
幸
一
会
員
が

解
説
し
ま
し
た
。
私
は
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
農
業
に

つ
い
て
、
研
修
後
の
再
訪
、

再
々
訪
の
際
の
変
化
も
交

え
た
状
況
を
話
し
ま
し
た
。

講
義
に
は
事
前
に
学
生

か
ら
、
特
に
知
り
た
い
こ
と

を
徴
し
て
臨
み
ま
し
た
が
、

感
想
と
し
て
は
「
そ
の
国

に
入
っ
て
こ
そ
知
れ
る
こ

と
が
有
る
こ
と
が
解
っ
た
」
な
ど
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
講
義
は
、
本
年
も
９
月

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
令
和
５
年
度
は
新
潟
県
国
際
農
業
者

交
流
協
会
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
の
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
続
い
た

一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
活
動
か
ら
任

意
団
体
と
し
て
の
活
動
へ
と
舵
を
切
っ

た
為
で
す
。

令
和
3
年
度
の
役
員
改
選
時
か
ら
準

備
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
会
員
の
方
々
に

も
理
解
し
て
頂
き
、
令
和
5
年
度
に
無

事
移
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

ま
で
は
新
潟
県
農
業
会
議
が
事
務
局
を

担
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
私
た
ち
で
企
画
、
運
営
を
行
わ
な

い
と
い
け
な
い
為
不
安
し
か
な
い
状
態

で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
県
庁
経
営

普
及
課
の
サ
ポ
ー
ト
や
会
員
の
方
か
ら

の
ご
理
解
や
ご
協
力
が
あ
り
、
無
事
に

移
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
き
く
変
わ
っ
た
点
と
し
て
は
、
研

修
生
の
受
け
入
れ
を
今
ま
で
は
新
潟
県

単
独
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
東
京
本
部
の
仲
間

入
り
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
で
す
。
独
自
で
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
た
時
は
８

カ
月
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

10
カ
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
り
、
さ
ら
に
研
修
生
が

自
身
で
決
め
た
課
題
に
取

り
組
む
と
い
う
事
で
今
ま

で
よ
り
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
研
修
を
要
求
さ
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
私
個

人
と
し
て
は
課
題
に
取
り

組
む
中
で
研
修
生
と
今
ま

で
以
上
に
濃
密
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
新
潟
県
国
際

農
業
者
交
流
協
会
と
し
て

は
、
任
意
団
体
に
な
っ
た

事
は
大
き
な
攻
め
の
一
歩

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
は
一
般
社
団
法
人
の
縛

り
が
あ
り
、
中
々
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
活
動
す
る
事
が

で
き
な
か
っ
た
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
O
B
・
O
G
の
方
々
と
よ

り
活
発
な
交
流
を
行
い
、
新
潟
県
の
農

業
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
た
め
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岩手県国際農友会 理事　平野 保
（S43/ ニュージーランド）　

新潟県国際農業者交流協会 会長　島田 福徳
（H13/ 米 1）　

北海道・東北ブロック

岩手県国際農友会です

新しいかたちの模索
関東甲信静越ブロック

実習生とサッカー観戦で盛り上がる

農業大学校での講義中の藤田副会長
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三
重
県
国
際
農
業
者
交
流
協
会
は
、

昭
和
27
年
設
立
の
県
国
際
農
友
会
を

核
に
同
34
年
県
国
際
農
村
青
年
協
会

を
設
立
、
名
称
変
更
を
経
て
現
組
織
と

な
り
ま
し
た
が
、「
実
習
生
」「
派
米
労

務
者
」「
研
修
生
」
と
時
代
や
組
織
は

違
え
ど
、
当
初
よ
り
同
じ
海
外
農
業
を

経
験
し
て
き
た
仲
間
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
を
は

さ
み
、
夏
の
総
会
、
冬
の
県
内
研
修
な

ど
、
地
道
に
継
続
で
き
て
い
る
の
は
、

第
一
回
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
研
修
生
の

大
先
輩
で
さ
え
最
新
の
研
修
生
の
報

告
を
楽
し
み
に
参
加
い
た
だ
け
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
？
も
っ
と
も
最
後
は
、

自
分
の
時
は
時
給
い
く
ら
だ
っ
た
と

か
、
待
遇
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
の
武
勇

伝
に
な
る
ん
で
す
が
。

事
務
局
を
県
農
林
水
産
部
に
置
い

て
い
た
だ
け
て
い
る
の
も
昨
今
の
自

治
体
事
情
の
中
で
大
き
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
昨
年
逝
去
さ
れ
た
赤
塚
植
物

園
・
赤
塚
允
良
氏
を
は
じ
め
、
多
く

の
O
B
・
O
G
が
県
内
農
業
の
み
な

ら
ず
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
実
績

が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

近
年
、
有
志
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
農

業
視
察
団
」
が
活
況
で
、
3
回
生
の

藤
森
忠
雄
・
大
西
英
夫
両
氏
を
核
に
県

や
回
生
の
枠
を
超
え
て
催
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
変
わ
り
ゆ
く
ア
ジ
ア
農
業

を
視
察
し
つ
つ
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
珍

道
中
」
の
報
告
も
、
研
修
会
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
方
、
女
性
理
事
の
登
用
や
リ
モ

ー
ト
会
議
、
国
際
農
業
者
交
流
協
会
の

取
組
の
「
畜
産
テ
ィ
ー
ン
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
な
ら
っ
て
、
若
い
世
代
へ

の
Ｐ
Ｒ
方
法
の
検
討
な
ど
、
地
道
に
組

織
継
続
を
探
る
三
重
県
で
す
。

私
は
岡
山
で
ぶ
ど
う
と
梨
の
贈
答
観

光
農
園
の
石
原
果
樹
園
を
経
営
し
て
い

ま
す
。
1
9
9
7
年
に
帰
国
し
て
27
年

経
ち
ま
し
た
が
「
も
し
海
外
農
業
研
修

に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ

て
た
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
る
と
怖
い
な

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

人
間
関
係
も
持
て
て
無
い
し
、
考
え
の

視
野
も
狭
い
だ
ろ
う
し
、
海
外
か
ら
の

多
く
の
お
客
様
対
応
に
も
壁
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

こ
の
J
A
E
C
を
長
年
支
え
続
け
て

下
さ
っ
て
い
る
協
会
職
員
の
皆
様
に
は

強
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

海
外
農
業
研
修
が
強
く
続
い
て
い
く

こ
と
で
日
本
農
業
や
世
界
が
よ
り
良
く

な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
、
岡
山
県
組
織

は
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

自
分
た
ち
が
頂
い
た
か
け
が

え
な
い
経
験
を
次
世
代
の
農
業

を
志
す
若
者
に
も
経
験
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
、
毎
年
啓
発
キ

ャ
ラ
バ
ン
活
動
を
、
岡
山
大
学

農
学
部
、
岡
山
農
大
、
中
四
国

酪
大
の
県
内
3
つ
の
学
校
で

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
海
外
で
頑
張
っ
て
い

る
研
修
生
、
研
修
後
国
内
で
活

躍
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
プ
レ
ゼ
ン
と
質
疑
応

答
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
近

い
世
代
の
生
の
声
を
届
け
る
事

で
、
学
生
た
ち
が
強
く
興
味
を

抱
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
研
修
に
恩
返
し
し　

た
い
想
い
を
持
っ
て
県
内
3

農
場
で
J
A
E
C
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
田
舎
か
ら
来
る

研
修
生
は
と
て
も
純
粋
で
ス
レ
て
な
く
、

日
本
人
が
忘
れ
つ
つ
あ
る
ピ
ュ
ア
な
気

持
ち
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
自
国
の
未

来
を
背
負
う
一
生
懸
命
な
彼
ら
か
ら
学

ぶ
事
も
と
て
も
多
く
、
真
っ
す
ぐ
な
刺

激
を
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
来
年
2
0
2
5
年
1
月
24

日
に
は
国
際
化
対
応
営
農
研
究
会
が
10

年
ぶ
り
に
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

回
は
2
0
0
名
規
模
の
会
場
で
す
。
岡

山
組
織
一
丸
と
な
っ
て
、
学
び
の
多
い

し
っ
か
り
と
し
た
楽
し
い
大
会
に
す
る

と
お
約
束
し
ま
す
！
中
四
国
だ
け
で
な

く
全
国
か
ら
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！　
　
　
　
　

三重県国際農業者交流協会　
会長　岩田 雅昭（S54/ 米 2）　

岡山県国際農業交流協会　
会長　石原 直樹（H6/ 米 2）　

中国・四国ブロック

地味ながらコツコツやってます

岡山組織活動と来年 1 月の岡山大会に向けて

東海・近畿・北陸３県ブロック      

令和５年度 宿泊研修会の様子令和５年度 総会の様子

昨年度のフィリピン研修生パトリックと石原果
樹園のスタッフ

今年の石原果樹園研修生レイがぶどうの仕事を頑張る

国際農友会会報3



「この写真の田圃は、圃場整備が出
来た昭和５８年からお預かりしてい
ます。３枚で９反歩余りあるのです
が、毎年秋に土造り肥料を撒いてパ
ワーディスクで荒起こしをし、春に
なってから改めて畝を崩しながら砕
土して、６月の田植えに備えていま
した。昨年はパワーディスクが不調
で秋に荒起こしが出来ず、そのまま
暖かくなって農作業を始めると、何

となく例年とは様子が違う。畦塗り
に出掛けた４月末には、レンゲが見
事に花盛りでした。勿論レンゲの種
を蒔いたわけではないので、このレ
ンゲは地主さんが圃場整備前に作っ
ておられた頃に撒かれた物でしょう。
実はレンゲの種は何十年も土の中に
あっても、条件が整えばちゃんと生
えてくる様です。今年もレンゲの花
を楽しみ、種が載るのを見てからデ
ィスクで鋤き込んで、田植えをする
予定です。」

こんな文章と写真で年賀状を送っ

たら、学生時代のバ
スケ部の後輩がレン
ゲを見たいからと来
てくれました。残念
ながら今年はレンゲ
の花盛りが連休前で、
８日では既に盛りを
過 ぎ て い ま し た が、
彼の住む滋賀県南部

ではレンゲの花は見掛けないとのこ
と。

何処も田植えが４月末～５月始め
になって、レンゲを栽培して土造り
の為に鋤き込むという作業が出来な
くなっているのですね。

国際農友会 監事
平井 貞夫（滋賀県 /S41/ 米２）

てんちじん

令
和
６
年
２
月
１
、２
日
、
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
国
際
化
対
応
営
農
研
究
会
を
福
岡

県
久
留
米
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
縮
小
開
催
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
講
演
会
や
現
地
視

察
を
合
わ
せ
た
二
日
間
の
従
来
通
り
の

か
た
ち
で
の
開
催
が
で
き
ま
し
た
。

九
州
各
県
の
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め

本
県
農
業
大
学
校
生
等
の
参
加
も
含
め

94
名
と
い
う
大
会
と
な
り
盛
会
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
ご
指
導
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た

（公社）
国
際
農
業
者
交
流
協
会
、

国
際
農
友
会
、
各
県
組
織
の
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
研
究
会
終
了
後
の
反
省
会
の

中
で
準
備
の
段
階
か
ら
当
日
ま
で
様
々

な
問
題
が
発
生
し
担
当
者
が
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
会
長
と
い
う
立
場
の
私
に
と
っ
て

多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
助
け
ら
れ
た
と
感

謝
す
る
と
と
も
に
今
ま
で
の
私
の
人
生

も
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い
返
し

ま
し
た
。
帰
国
し
て
40
年
、
専
業
農
家

と
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
研
修
生

仲
間
で
あ
る
先
輩
・
後
輩
の
力
添
え
の

お
か
げ
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

海
外
研
修
の
経
験
の
上
に
立
っ
た
農
業

経
営
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
帰
国
後

の
県
組
織
内
で
の
情
報
交
換
や
連
携
、

協
力
な
ど
今
の
経
営
の
重
要
な
部
分
は

県
組
織
で
得
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考

え
ま
す
。

県
組
織
運
営
を
考
え
る
と
き
会
員
確

保
、
資
金
確
保
、
研
修
生
募
集
な
ど
直

面
す
る
問
題
ば
か
り
に
目
が
行
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
帰
国
後
の
県
組

織
活
動
も
海
外
研
修
と
変
わ
ら
ぬ
研
修

期
間
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
そ
の
活
動
内

容
・
活
動
意
義
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

帰
国
生
か
ら
の
情
報
、
会
議
前
後
の

雑
談
、
懇
親
の
場
で
の
話
、
世
代
を
超

え
た
議
論
な
ど
組
織
運
営
以
外
の
部
分

で
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
農

業
研
修
以
外
の
部
分
で
も
多
く
の
物
を

得
た
海
外
研
修
を
思
い
返
す
と
、
私
は

日
本
に
い
て
ま
だ
海
外
研
修
を
続
け
て

い
る
の
で
は
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

県
組
織
の
維
持
は
本
事
業
の
根
幹
に

か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
帰
国
後
の
O
B
・
O
G
が
集
う
そ

れ
ぞ
れ
の
発
展
の
場
で
も
あ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
本
事
業
の
運
営
は
本
部
、

各
県
組
織
と
も
厳
し
い
状
況
だ
と
思
い

ま
す
が
そ
の
存
在
意
義
、
将
来
性
を
再

認
識
し
さ
ら
な
る
努
力
を
楽
し
く
続
け

ま
し
ょ
う
。
研
修
中
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
解
散
し
た
長
崎

県
組
織
の
再
建
に
注
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
、
長
崎
県
O
B
有
志
が
活
動
再

開
に
向
け
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。
九

州
全
県
で
長
崎
県
の
再
建
を
後
押
し
し

て
い
き
ま
す
。
長
崎
県
O
B
・
O
G
で

組
織
再
建
に
興
味
の
あ
る
方
は
本
部
交

流
協
会
ま
で
一
報
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

全
国
の
各
県
組
織
が
さ
ら
に
活
性
化

し
O
B
・
O
G
の
集
う
潤
い
の
あ
る
会

と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

福岡県国際農業者交流協会　会長　岩丸 博重（S56 ／米 2）　

九州ブロック      

令和 5 年度九州ブロック国際化対応営農研究会

レンゲの花盛り

九州ブロック国際化対応営農研究会を終えて思うこと
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令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
半

島
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.6
（
暫

定
値
）
最
大
震
度
７
と
さ
れ
る
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
年
始
を
迎

え
、
皆
平
安
な
一
年
を
願
う
穏
や
か
な
日
で

し
た
が
、
午
後
4
時
10
分
に
突
然
緊
急
地
震

速
報
の
大
き
な
警
告
音
が
響
い
た
直
後
震
源

か
ら
１
３
０
㎞
離
れ
た
加
賀
地
方
で
も
長
く

大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。

石
川
県
国
際
農
業
者
交
流
協
会
で
は
役

員
会
を
開
い
て
能
登
地
方
の
O
B
・
O
G

会
員
の
安
否
確
認
を
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
全
て
を
把
握
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
能
登
半
島
だ
け
で
な
く
金
沢
や
加
賀
地

方
の
一
部
に
も
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
住
居
や
農
作
業

所
、
農
地
等
の
被
害
状
況
は
メ
デ
ィ
ア
報
道

の
通
り
で
す
。
発
災
か
ら
半
年
経
っ
て
も
ま

だ
復
旧
の
め
ど
も
立
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
営
農
再
開
で

き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
で
す
。

O
B
・
O
G
の
農
場

で
は
田
ん
ぼ
や
農
道
の

地
割
れ
や
建
物
倒
壊
で

作
付
け
困
難
と
な
っ
て

い
た
り
、
津
波
被
害
で

圃
場
に
漂
流
物
が
流
れ

着
い
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
修
繕
や
ゴ

ミ
拾
い
し
て
い
た
だ
い
て
復
興
に
向
け
て
前

進
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
度
、
国
際
農
友
会
か
ら
の
義
援
金

に
よ
る
援
助
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
被
災
し
た
石
川
県
の
O
B
・

O
G
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
力
に
な
る

は
ず
で
す
。
既
に
多
く
の
励
ま
し
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
義
援
金
だ
け
で
な
く
同

期
生
や
知
人
等
の
仲
間
に
一
言
直
接
お
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
も
大
き
な
励

み
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
て
繋
が
れ
る

こ
と
が
国
際
農
友
会
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
も
祈
り
つ

つ
、
石
川
県
の
会
員
一
同
震
災
に
負
け
ず
に

強
く
生
き
て
い
き
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【義援金のご案内】
義援金は以下の銀行口座にて受け付けて
おります
銀行名：三菱UFJ銀行
支店名：蒲田支店
口座番号：普通口座 1053532
コウザメイギ：コクサイノウギョウシャ
 コウリュウキョウカイ
口座名義：公益社団法人 国際農業者交流協会

全国の海外農業研修 OB・OG「アグトレ」

仲間の皆様へ
石川県国際農業者交流協会
会長　岡元 豊（H1 米 2）
他役員一同
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私
は
、
逆
境
を
乗
り
越
え
て
不
可
能
を

可
能
に
し
て
い
く
。
そ
れ
が
事
業
で
あ
り
、

ま
た
人
生
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
両
親
は
満
州
の
引
揚
者
で
あ
り
、
私

は
9
人
兄
弟
の
7
番
目
と
し
て
熊
本
県
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
と
て
も
貧
乏
な
家
で
、
私
は

小
学
生
の
と
き
か
ら
新
聞
配
達
を
し
て
家
計

を
助
け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
夢
は

三
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
牧
場
主
、
二

つ
目
は
小
説
家
、
そ
し
て
三
つ
目
は
政
治
家

に
な
る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
高
校
時
代
の

成
績
は
ほ
ぼ
最
下
位
で
政
治
家
や
牧
場
主

の
夢
は
大
き
す
ぎ
る
し
、
小
説
家
な
ん
か
不

可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
農
協
に
勤
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、
21
歳
の
時
や
は
り
牧
場
を
や
り
た

い
と
思
い
、
農
業
研
修
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
の
研
修
農
場

は
ア
イ
ダ
ホ
州
の
日
系
農
家
で
し
た
が
、
私

は
農
業
の
経
験
が
皆
無
だ
っ
た
の
で
、
農
場

主
の
期
待
を
相
当
下
回
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
研
修
で
は
幸
運
に
も
ネ
ブ

ラ
ス
カ
大
学
で
3
か
月
間
の
畜
産
の
学
科
研

修
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
勉
強
す
る
と
い

う
経
験
を
し
、
牛
飼
い
よ
り
勉
強
の
方
が

楽
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
学
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者

の
フ
ー
バ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
翌
年
農

業
研
修
生
の
通
訳
と
し
て
雇
っ
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、「
ア
イ
ク
（
当
時
の

私
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
は
、
よ
く
頑
張
っ
た
。

帰
っ
て
き
た
ら
、
次
の
研
修
生
の
通
訳
と
し

て
雇
っ
て
あ
げ
よ
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
ぞ
！
」
と

い
う
気
持
ち
で
熊
本
に
戻
り
ま
し
た
。

旅
費
が
必
要
で
し
た
の
で
6
ヶ
月
の
間
牛

乳
配
達
を
し
て
稼
ぎ
、
片
道
切
符
を
持
っ
て

ア
メ
リ
カ
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
研
修
生
の
通
訳
を
し
な
が
ら
勉

強
し
、
何
と
か
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
に
入
学
で

き
ま
し
た
。

最
初
の
一
学
期
間
死
ぬ
気
で
勉
強
し
て
約

400
人
の
新
入
生
で
ト
ッ
プ
10
の
成
績
を
修
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
特
待
生

に
選
ば
れ
環
境
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。

1
番
大
き
な
変
化
は
大
学
1
年
生
の
と
き

か
ら
指
導
教
授
が
つ
い
て
研
究
が
で
き
る
と

い
う
立
場
に
な
れ
た
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
私
が
選
ん
だ
の
は
繁
殖
生
理
学
で
、

Dr
．ジ
ー
マ
マ
ン
と
い
う
先
生
に
つ
い
て
豚
の

精
子
の
保
存
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
先
生
と

一
緒
に
論
文
を
書
い
て
、
そ
れ
が
全
米
の
学

会
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
す
る
と
き
に
、
先
生
か
ら
「
お
前

は
学
者
に
向
い
て
い
る
か
ら
大
学
院
に
行
き

な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
に

行
く
と
い
う
こ
と
は
一
生
勉
強
す
る
こ
と
で

す
。
一
生
勉
強
す
る
の
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と

他
に
勉
強
し
た
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

思
っ
た
と
き
、
昔
の
夢
が
出
て
き
ま
し
た
。

「
そ
う
だ
、
政
治
学
を
勉
強
し
よ
う
！
政

治
学
を
勉
強
す
る
ん
だ
っ
た
ら
ど
こ
だ
？
そ

れ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
だ
ろ
う
。」
と
考
え

ま
し
た
。
誰
も
が
不
可
能
と
思
う
で
し
ょ
う
。

で
も
不
可
能
と
思
っ
て
も
一
歩
踏
み
出
さ
な

い
と
駄
目
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院

に
願
書
を
出
し
た
結
果
、
私
に
博
士
課
程
へ

の
入
学
許
可
、
授
業
料
免
除
、
奨
学
金
の

3
つ
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
は
も
う

結
婚
し
て
子
供
が
い
た
の
で
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。

普
通
な
ら
卒
業
ま
で
6
年
く
ら
い
か
か
り

ま
す
が
4
年
以
内
に
卒
業
し
な
い
と
奨
学
金

が
切
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
で
し
た
の
で
、

頑
張
っ
て
3
年
9
か
月
で
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
帰
国
し
筑
波
大
学
で
17
年
勤
め

ま
し
た
。
50
歳
の
と
き
に
東
大
法
学
部
か
ら

政
治
学
の
教
授
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
お
誘

い
が
あ
り
、
東
大
法
学
部
の
教
授
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
61
歳
の
と
き
に
、
熊
本
県
で

知
事
選
挙
が
始
ま
る
の
で
出
ま
せ
ん
か
と
い

う
お
話
を
い
た
だ
き
、
出
馬
す
る
意
向
を

固
め
ま
し
た
。
し
か
し
皆
が
反
対
す
る
の
で

す
。
私
の
専
門
は
投
票
行
動
の
理
論
だ
っ
た

の
で
、
東
大
に
い
る
私
の
弟
子
た
ち
が
、「
投

票
行
動
理
論
の
東
大
教
授
が
選
挙
に
落
ち

た
ら
自
分
た
ち
が
就
職
で
き
な
く
な
る
か

ら
止
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
「
そ
う
だ
、
自
分
の
理
論
通
り

選
挙
を
戦
い
圧
勝
し
よ
う
。」
と
決
心
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
当
時
5

人
の
と
て
も
優
秀
な
立
候
補
者
が
い
ま
し
た
。

熊
本
で
は
自
民
党
の
推
薦
を
受
け
た
ら
通
り

や
す
い
、
と
い
う
の
は
周
知
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
じ
ゃ
圧
勝
で
き
な
い
。
圧
勝
す
る
た
め

に
は
、
自
分
は
真
ん
中
に
い
て
な
る
べ
く
左

に
も
右
に
も
寄
ら
ず
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
道

に
い
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
私
が
47
%
、
他
の
4
人
の
対
抗
馬
に

合
計
53
%
の
票
が
入
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
形
で
2008
年
4
月
に
熊
本
県

知
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
先
は
皆

さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

も
、
最
初
に
直
面
し
た
の
が
、
三
つ
の
困
難

で
す
。
1
期
目
に
挑
戦
し
た
の
が
、
財
政

再
建
、
水
俣
病
問
題
そ
し
て
川
辺
川
ダ
ム

問
題
。
こ
れ
ら
は
も
の
す
ご
く
難
し
い
課
題

で
し
た
。
だ
か
ら
何
十
年
も
解
決
し
て
い

な
か
っ
た
。
特
に
財
政
問
題
が
ひ
ど
か
っ
た

で
す
。
私
が
知
事
に
な
っ
た
と
き
の
借
金
が

1
兆
700
億
円
。
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
そ
し
て

貯
金
が
53
億
円
。
も
う
一つ
は
、
水
俣
病
問

題
。
こ
れ
も
何
十
年
も
解
決
で
き
て
い
な
か

っ
た
問
題
で
し
た
。
水
俣
病
問
題
は
私
が
知

事
に
な
っ
た
一
つ
の
大
き
な
理
由
で
も
あ
り

ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
い

う
の
が
私
の
政
治
の
原
点
で
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
こ
の
問
題
を
ど
う
し
て
も
片
付
け
た
か

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
川
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
今
私
が
決
断
で
き
る
知
識
が
な
い
。
だ
か

ら
半
年
間
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
半
年
後
に
決

め
ま
す
。
そ
の
前
に
ま
ず
財
政
再
建
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
財

政
再
建
は
意
外
と
方
法
は
簡
単
で
し
た
。
私

の
知
事
の
給
料
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
知
事
の
給
料
が
当
時
124
万
だ
っ
た

の
で
100
万
カ
ッ
ト
し
た
ら
24
万
残
る
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
税
金
は
前
の
年
収
に
か
か
り

ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
実
際
に
も
ら
っ
た
の
は

14
万
で
し
た
。
家
の
ロ
ー
ン
も
あ
る
し
大
変

で
し
た
が
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
県

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
職

員
の
方
々
も
給
料
に
応
じ
て
3
%
、
5
%
、

7
%
と
自
分
の
給
料
を
カ
ッ
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
私

の
選
挙
で
最
も
頑
張
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
農

業
研
修
生
O
B
の
皆
さ
ん
で
す
。
し
か
し

県
庁
の
財
務
担
当
者
は
農
業
研
修
生
に
対

す
る
補
助
金
も
金
額
が
少
な
い
の
で
も
う
ゼ

ロ
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
後
で
聞
い
て
大
変
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
研
修
生
の
皆
さ
ん
の
方
か
ら
知
事

に
最
も
近
い
自
分
た
ち
か
ら
補
助
金
を
返

上
し
よ
う
と
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

8
年
で
借
金
を
1500
億
減
ら
し
、
貯
金
を
倍

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
そ
の
後

の
様
々
な
災
害
対
応
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の

ま
ま
1
兆
700
億
の
借
金
を
抱
え
て
何
も
し
な

か
っ
た
ら
、
と
て
も
知
事
を
続
け
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

水
俣
病
問
題
に
関
し
て
は
、
私
は
野
党

だ
っ
た
民
主
党
幹
部
と
も
親
し
か
っ
た
の
で
、

そ
の
幹
部
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
国
会
で
行
い
、

議
会
の
最
終
日
に
あ
た
う
限
り
全
て
の
被
害

者
を
救
お
う
と
い
う
特
措
法
が
本
会
議
に

提
出
さ
れ
、
大
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
措
法
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
5
万
5000
人

の
被
害
者
の
方
が
救
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
し
可
決
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
で

も
こ
れ
ほ
ど
騒
が
れ
て
い
る
水
俣
病
問
題
で

す
か
ら
と
て
も
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
川
辺
川
ダ
ム
は
皆
さ
ん
ご
存

知
の
よ
う
に
白
紙
撤
回
し
ま
し
た
。
私
は
当

時
、
熊
本
県
民
は
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を

極
限
ま
で
し
て
欲
し
い
、
清
流
を
守
っ
て
欲

し
い
と
い
う
の
が
民
意
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
世
論
調
査
で
は
85
%
の
県

民
が
私
の
決
断
に
賛
成
し
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
の
人
間
の
決
断
と
い
う
の
は
、
自
然
を
相

手
に
し
た
気
候
変
動
に
は
ど
う
し
て
も
か
な

わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
そ
の
後
気
づ
き
ま
し

た
。

（
次
号
へ
続
く
）

 

蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
退
任
記
念
講
演

                                                                                                      

　 

前
熊
本
県
知
事 

蒲
島 

郁
夫
（
S
42
年
度 

米
2
）

特/別/企/画
全3回
第一回
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 同期会

会員の動向 （敬称略、順不同）会員のひろば

「土からの学育」
幼児から研修生まで、その「やろう！」とする気持ちを育み伸ばします!!

●森永農園 園主：梨の生産.販売.作業受託
●JAEC：US西日本講習所長
●国際農友会 理事
●大分県国際農友会 事務局長
●学研教室指導者：庄内元気な教室 / ゆふいん元気な教室
●雲取神楽社 副代表
●由布市消防団 庄内方面隊 第5分団長

森
も り な が

永 大
ひ ろ な お

直
（大分県 /S63/ 米 2）

米国2年制13回生同期会
（昭和52年度）

　開催日:令和5年11月22日
　開催地:山口県

米国2年制6回生同期会同期会
（昭和45年度）

　開催日:令和5年11月26日～28日
　開催地:沖縄県

米コンビ同期会
（平成21年度）
開催日:令和6年1月13日
開催地:東京都蒲田

米国3年制テワリーゴの会
（昭和38年度）　

開催日:令和6年1月17日、18日
開催地:岡山県倉敷市鷲羽山下電ホテル

海外農業研修米国1年制
15回生同期会

　開催日:令和6年1月14日、15日
　開催地:福井県小浜市

米国2年制36回生同期会
（平成12年度）　

　開催日:令和6年2月3日
　開催地:大阪府

米国2年制5回生 石薬師の会
（昭和44年度）

開催日:令和5年11月16日、17日
開催地:和歌山県白浜温泉湯快リゾート

スイス 25周年同期会
（平成9年度）　

開催日:令和6年2月3日　
開催地:福岡県博多市

国際農友会第19回生
（昭和45年度米1）

　開催日:令和6年3月5日、6日
　開催地:静岡県伊東市伊東ガーデン

国際農友会会報7



叙勲・受賞

令和6年2月	令和5年度全国優良経営体表彰	農林水産大臣賞受賞　佐	藤勲（滋賀県/S59/米2）
令和6年	 第83回中日農業賞　富永創治（長野県/H19/米プラク）
令和5年3月	令和5年	瑞宝双光章　受賞　大村	昇（宮城県/S47/米1）

ご逝去

平成11年4月	 元山	一成（香川県S34/米1）
平成29年8月	 宮本	為雄（香川県S47/米1）
令和元年3月	 辻	良幸（山梨県/S39/米1）
令和元年7月	 猪狩	守（福島県/S33/米1）
令和元年11月	 池田	新三（北海道/S34/米3）
令和元年11月	 井上	潤二（和歌山県/S28/米1）
令和元年12月	 清水	栄次郎（兵庫県/S32/米3）
令和元年12月	 近藤	郷志（愛媛県/S44/米2）
令和2年6月	 宮園	春雄（鹿児島県/S38/米3）
令和3年	 田中	勝弘（愛媛県/S40/米1）
令和3年10月	 小田	兼裕（宮崎県/S32/米1）
令和4年7月	 野堀	豊定（茨城県/S28/米1）
令和4年8月	 木村	護（滋賀県/S42/米1）
令和4年11月	 吉永	誠一（鹿児島県/S31/米3）
令和5年2月	 田村	光識（埼玉県/S27/米1）
令和5年2月	 栗山	勇（鹿児島県/S34/米3）
令和5年4月	 松永	梅太郎（静岡県/S43/米2）
令和5年4月	 市川	孝太郎（岐阜県/S32/米1）
令和5年5月	 樋口	久道（長野県/S38/米3）
令和5年6月	 大塩	拓己（島根県/S31/米3）
令和5年7月	 星子	晴久（熊本県/S38/米3）
令和5年7月	 萬屋	家隆（愛知県/S35/米3）
令和5年8月	 西部	康男（神奈川県/S40/米1）
令和5年8月	 小熊	正巳（新潟県/S38/米1）
令和5年8月	 浜中	敏郎（愛知県/S52/米1）
令和5年9月	 越江	渡（北海道/S35/米3）
令和5年10月	 大河内	勝美（福島県/S31/米3）
令和5年10月	 森山	泉（長野県/S60/米1）
令和5年10月	 八木	浩（山口県/S39/米1）
令和5年11月	 鬼形	一明（群馬県/S34/米3）

令和5年11月	 江川	俊郎（埼玉県/S34/米3）
令和5年11月	 浜武	明徳（熊本県/S35/米3）
令和5年11月	 西田	行（熊本県/S38/米3）
令和5年11月	 稲積	政治（愛媛県/S44/米3）　
令和5年12月	 山﨑	敬市（秋田県/S41/スイス）
令和5年12月	 土井	卓（徳島県/S35/米3）
令和6年1月	 樋口	一（奈良県/S46/米1）
令和6年2月	 重田	恒雄（長野県/S31/米3）
令和6年4月	 馬渕	進（滋賀県/S32/米3）
令和6年6月	 臼田	邦宏（岐阜県/S62/米2）
令和6年7月	 中井	榮夫（滋賀県/S53/米2）
不明	 久保	善吉（宮崎県/S32/米3）
不明	 柳田	邦一（神奈川県/S38/米3）
不明	 神部	勝利（北海道/S38/米3)
不明	 宮澤	正好（埼玉県/S31/米3）
不明	 尾西	保（大阪府/S31/米3）
不明	 茂木	祐輔（群馬県/S32/米3）
不明	 松崎	純治（福岡県/S38/米3）
不明	 松永	一昌（山口県/S34/米3）
不明	 神吉	八郎（岡山県/S51/米2）
不明	 中村	郁夫（山梨県/S39/米1）
不明	 大原	篤（茨城県/S51/米2）
不明	 正木	義明（兵庫県/S35/米3）
不明	 太田	稔（岡山県/S30/米1）
不明	 岡	友行（岡山県/S35/米3）
不明	 中村	性一（和歌山県/S35/米3）
不明	 前田	勝志（鹿児島県/S35/米3）
不明	 黒石	弘信（高知県/S38/米3）
不明	 丹上	啓（千葉県/S52/米2）
不明	 堂前	孫一（富山県/S34/米1）　

コロナ前のように組織活動が活性化してきたと
ころがある一方で停滞してしまった時間を取り
戻せていないところもあると聞きます。
人とのつながりの心地良さを原動力
に今一度つながって行きたいですね。

後編 集 記

会員のひろば
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